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■会社概要

組織の概要

①事業所名及び代表者氏名

東武建設株式会社
代表取締役　密山　宏明

②所在地

〒９３９－８２０５
富山県富山市新根塚町一丁目２番８号

③設立年月日

平成７年５月１９日

④環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

担当者名：村山　恵子

ＴＥＬ：０７６－４９１－３８９７ https://www.tobukensetsu.com
ＦＡＸ：０７６－４９２－６０７０ E-mail:info@tobukensetsu.com

⑤事業活動の内容

公共・文化施設、産業・商業施設、集合・注文住宅の企画設計、施工、監理

⑥事業規模
資 本 金 ：2,000万円
年 間 売 上 ：393,392千円
従 業 員 ：9名

⑦事業年度 :4月～3月

⑧許可内容
建設業許可： 富山県知事許可（特-3）第12196号

建設工事業 大工工事業
とび・土工工事業 屋根工事業
ﾀｲﾙ・れんが・ﾌﾞﾛｯｸ工事業 板金工事業
塗装工事業 防水工事業
内装仕上工事業 解体工事業

富山県知事許可（般-3）第12196号
土木工事業
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■環境経営方針

　１．環境関連法規制等を厳守します。

  ①事業活動において、二酸化炭素の低減に取り組みます。

  ②事業活動において、廃棄物の低減に取り組みます。

  ③事業活動において、排水量の低減に取り組みます。

  ④グリーン購入を促進し、資源を有効活用します。

  ⑤建設工事に伴う環境負荷の低減に努めます。

  ３．地域の環境保全に貢献します。

  ４．環境経営方針は、社員教育や日々の事業活動において全社員に周知します。

　５．環境経営レポートを作成し、広く開示します。

東武建設株式会社

代表取締役　密山　宏明

東武建設は、建設業の事業活動において、限りある資源を大切にし、地域の美しい環境、
さらには地球環境との調和・共生を目指し、次世代に住みよい地球と豊かな社会を残すよ
うに環境負荷低減活動を実践し、環境保全活動に向けて環境経営システムを構築し、継続
的な改善に努めます。

≪基本理念≫

≪行動計画≫

　２．当社の事業活動に関わる環境への影響のうち、次の課題について、環境経営目標・
環境経営計画を定め、定期的に見直しを行い、継続的な改善に努めます。

令和2年4月1日
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■実施体制

環境管理責任者
村山　恵子

エコアクション21 対象範囲
会社・全活動

工事部門責任者
小杉　佳之

工事部門

島原　健一
谷口　徹

藤岡沙夜加
桃井　澪音
和田　聡

工事部門

代表取締役
密山　宏明

環境管理システム　役割・責任表

代表者

環境管理責任者

工事部門責任者

＊環境経営方針の策定、見直し及び全従業員への周知

＊環境経営目標、環境経営計画書の承認

＊代表者による全体の評価と見直し・指示を実施

＊環境経営ｼｽﾃﾑの構築、実施、維持

＊環境活動の取組結果を分析・評価し、代表者へ報告

＊環境経営活動の実績集計

＊決められた事を守り、自主的、積極的に環境活動へ参加する。

＊環境経営計画の実施及び達成状況の報告

＊環境経営活動における問題点の発見・是正・予防措置の実施

＊環境経営レポートの作成・確認

＊工事部における環境経営ｼｽﾃﾑの実施

＊現場従業員に対する環境教育訓練の実施

＊工事関連の環境経営計画の実施及び達成状況の報告

＊工事現場の環境経営活動における問題点の発見・是正・予防措置の実施

＊環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を理解・自覚する。
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■環境経営目標

令和5年度 令和6年度

基準年-2%
(ｸﾞﾘｰﾝ購入:基準年+2品)

【実績】 基準年-3%
(ｸﾞﾘｰﾝ購入:基準年+3品)

基準年-4%
(ｸﾞﾘｰﾝ購入:基準年+4品)

Kg-CO2/年 29,345.0 23,775.5 25,024.9 23,532.9 23,290.3

ｋｇ/年 593.9 529.2 562.9 523.8 518.4

㎥/年 468.7 937.9 108.8 928.3 918.7

品 190 144 137 145 146

建設現場周辺の清掃・美化活動の推進 長期化を避けた施工計画 環境に配慮した施工計画

※中長期目標に関しては基準年の数値を基準に削減設定しています。

※削減目標は、当社で把握できるデータ数値を基準に毎年度設定しています。

■環境経営計画

※建設工事に伴う環境負荷の低減の【目標】は1年に1つスローガンを決めて取組むこととしていますが、令和４年度においては新しい目標ではなく、「継続する」ということに重点をおくこととし、同様の目標に設定しました。

※グリーン商品の購入については、同じ品物を購入していることがあるので重複している品目もあります。

※化学物質は使用していません。

建設工事に伴う環境負荷の低減
◆建設現場周辺及び事務所周辺の清掃・美化活動の推進

◆施工期間の長期化は出来るだけ避け、計画的な工事実施に努める

排水量の削減

【事務所】

◆水を出しっぱなしにせずに、こまめに水道栓を閉める

【現場】

◆現場における節水の呼び掛けの徹底

グリーン購入の推進
◆グリーン商品の調査

◆グリーン商品の積極的な購入に努める

◆ゴミの分別収集に努める

◆一般廃棄物の計量と記録の継続

産業廃棄物排出量削減

◆マニフェストにより適正に処理を行う

◆無駄な資材購入の把握

◆廃棄時の分別の徹底

◆前回に引き続きエコドライブの徹底

◆相乗りなど効率の良い配車を心掛ける

◆各運転者への車輌運行管理表の義務付け及び燃費結果の公表

◆灯油使用量の削減（現場事務所での暖房機器の適正温度設定の徹底）

廃
棄
物
廃
棄
量
の
削
減

一般廃棄物排出量削減

◆紙の使用量を抑制する。

＊誤字脱字がないかのプリント前の確認の徹底

＊引き続きペーパーレスの推進（メールの活用・データの電子化）

◆使い捨て製品の使用・購入を抑える

◆＝令和４年度活動計画【前年度に引き続き活動計画は継続する。】

※活動計画については取組状況チェックシートで維持管理

取組項目 活動計画の内容

二
酸
化
炭
素
の
削
減

電気使用量の削減

◆電灯スイッチ付近に節電を掲示

◆エアコンの温度管理（冷房28℃・暖房20℃）や風向きの調整

◆OA機器のこまめなスイッチオフ

化石燃料使用量の削減

建設工事に伴う環境負荷の低減 現場周辺の清掃の徹底 建設現場周辺の清掃・美化活動の推進の継続

廃棄物排出量 540.0

総排水量 957.0

グリーン購入 142

※令和3年度より基準年を令和2年度に変更しております。
※電力の二酸化炭素排出係数は0.542を使用して比較しております。

項目 単位
令和2年度
（基準年）

令和4年度

二酸化炭素総排出量 24,260.8

令和3年度実績
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■環境経営目標の実績（R4.4～R5.3）

※弊社の基準は令和2年度（R2.4～R3.3）のデータを使用しています。

※電力排出係数＝0.542(㎏-CO2/ｋWｈ)　

基準値 目標

事務所 6,329 6,202 13 ×

現場 3,196 3,132 △ 690 〇

②自動車燃料の削減 事務所 14,278 13,992 2,231 ×

③灯油使用料の削減 現場 458 449 △ 304 〇

①・②・③　全体 合計 24,261 23,776 1,250 ×

事務所
【一般ｺﾞﾐ】

80.0 78.4 △ 4 〇

事務所
【紙類】

460.0 450.8 38 ×

産業廃棄物排出量の削減 ｔ 現場 1,287 1,261.2 △ 1,009 〇

事務所

現場 957.0 937.9 △ 829 〇

品 事務所 142 144 △ 7 ×

事務所

現場

※事務所で使用する水は、貸借している同一敷地内より都合しているため、集計から除外しています。

252

16,223

増減

Kg

単位取組項目

昨年に引き続き、継続して清掃及び美化活動に取り組めた。

25,025

Kg-CO2

108.8

グリーン購入量の推進

㎥

488.4

排水量の削減

実績

環境実績
実施区 評価

74.5

①電気使用量の削減

6,215

2,443

※事務所で使用している水は、貸借している
同一敷地内に都合しているため、数値なし

137

日常的に現場周辺の清掃に取り組むことが出来た。

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

144

一般廃棄物量排出量の削減

廃
棄
物
排
出
量
の
削
減

建設工事に伴う環境負荷の低減

6



■環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容

環境経営計画の内容 取組結果とその評価 次年度の取組内容

◆電灯スイッチ付近に節電を掲示 継続実施

◆エアコンの温度管理(冷房28℃･暖房
20℃)や風向きの調整

継続実施

◆ＯＡ機器のこまめなスイッチオフ 継続実施

◆引き続きエコドライブの徹底 継続実施

◆相乗りなど効率の良い配車 継続実施

◆各運転者への車輌運行管理表の義務
付け及び燃費結果の公表

継続実施

◆灯油使用量の削減（現場事務所での暖
房機器の適正温度設定の徹底）

継続実施

◆紙の使用量を抑制する
＊誤字脱字がないかのプリント前の確認
の徹底
＊引き続きペーパーレスの推進（メール
の活用・データの電子化）

継続実施

◆使い捨て製品の使用・購入を抑える 継続実施

◆ゴミの分別収集 継続実施

◆一般廃棄物の計量と記録の継続 継続実施

◆マニフェストの徹底管理 継続実施

◆無駄な資材購入の把握 継続実施

◆廃棄時の分別の徹底 継続実施

【事務所】
◆水を出しっぱなしにせずに、こまめに水
道栓を閉める。

継続実施

【現場】
◆現場における節水の呼び掛けの徹底

継続実施

◆グリーン商品の調査 継続実施

◆グリーン商品の積極的な購入 継続実施

◆建設現場付近の清掃・美化活動の推
進

継続実施

◆事務所周辺の清掃・美化活動の推進 継続実施

廃
棄
物
排
出
量
の
削
減

対象期間で特に意識して取り組
んだ「そもそもごみを排出しな
い」ことをよく意識して取り組め
ていたのではないか。何かを購
入する際も、一度「本当に必要
なものなのか」「今、社内にある
もので代用できるものはない
か」を考えてから購入することが
出来た。
ペーパレス化も順調に取り組め
ているため、出来る限りのペー
スで進めていきたいと思う。

継続して、各現場より排出され
た廃棄物はマニフェストの徹
底管理により適正分別処理さ
れていることを確認した。今後
も継続して徹底管理に努め
る。

排水量削減

手洗いうがいの機会もまだまだ
多く、例年と比較すると水道使
用頻度は高めであった。
しかし、使用する際の節水の意
識の低下はなく、継続して取り
組めていることを確認している。

グリーン購入の推進

グリーン購入商品を購入する
前に「本当に必要かどうか」を
考えることで、購入量そのもの
が減少し、ごみを出さないよう
にすることが出来た。よく考え
てみると、元からあるもので代
用できるものも結構あったこと
に気が付くことができた。

取組項目

日々の清掃活動も業務の一つ
であり、業務効率化にもつな
がるので、しっかり清掃する時
間を確保できるように計画して
取り組んでいきたい。

各自、節電の意識は定着してい
るので、取り組み状況に問題は
無かった。今後さらに、不必要
な電気使用量を減らすために、
業務の効率化を日頃から意識し
て、残業時間の減少も目標に計
画していきたい。また、少しの不
在時でも消灯徹底するように再
度意識を高めていきたい。

同じ方面へ向かう際の、相乗
りできるように事前に声を掛け
合って予定を合わせるなどし
て行動することができた。
エコドライブに関しては、各々
徹底して行えていることを確認
できているので、今後も継続し
て行うこと。

電気使用量の削減

化石燃料使用量の削減

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

一般廃棄物排出量削減

産業廃棄物排出量削減

建設工事に伴う
環境負荷の低減
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■環境関連法規の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟の有無
弊社に適用される主な環境関連法規等は次のとおりである。

法規等の名称 厳守評価

〇

〇

〇

〇

〇

〇

騒音規制法 〇

振動規制法 〇

消防法 〇

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

なお、関係当局よりの違反等の指摘もありませんでした。

■代表者による全体評価と見直しの結果

厳守事項

委託契約の締結、マニフェストの交付

回収・照合（発行後B２，D票90日E票180日以内）
A，B2，D，E票保管(5年間）

産業廃棄物管理票交付等状況報告(6月30日までに知事（富山市内は富山市長）へ報告)

保管場所の掲示板設置

建設工事の受注者は、特定工事に該当するか否かを調査し、発注者に書面で説明

知事（市町村長）へ7日前までに届け出
作業敷地境界にて85デシベル以下

知事（市町村長）へ7日前までに届け出
作業敷地境界にて75デシベル以下

消火器の設置

＊二酸化炭素排出量の削減
二酸化炭素排出量の削減意識を定着させるため、安全運転教育訓練やエコドライブ教育の実施、そのほかルート
の事前確認や同一目的地には乗り合わせる工夫も大切。

＊排水量の削減
節水シールを提示するなど視認による意識を高め、削減に対する共通認識を定着させる。

＊廃棄物排出量の削減
省力化のため電子マニフェストに移行することを検討しているが、システムの導入におけるコスト負担があり、その
問題を解決していく必要がある。

＊グリーン購入の推進
グリーン購入の理解を含め、環境負荷が少ないものを優先することは継続する。

＊建設工事に伴う環境負荷の低減
工事現場地域の生活環境保全のため、騒音や振動対策のほかにごみ・埃の飛散防止や水質汚濁の対策につい
ても、工事の総合施工計画において重要な環境対策としていく。

＊環境関連法規制の順守状況
遵守の状況については問題なし。引き続き関係法令の遵守に努め、常に緊張感を保つ。

＊外部からの環境に関する苦情や要望
苦情や要望は無し。引き続き誠実に対応する。

＊環境方針・環境目標
重要な改善点は見られないので、方針、目標とも同様に取組でいくことについて問題はない。

＊その他・社会情勢等
会社の社債発行を寄贈型ＳＤＧｓ私募債として、ＳＤＧｓに取り組んでいる自治体へ寄付を行い、ＣＳＲ活動の一環と
しての取組みを実施した。

廃棄物処理法

大気汚染防止法
掲示板の設置、掲示の事項
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